
課題

「新たな事業の創出（市場創造）と既存事業の課題克服が経営課題」
 ●国内市場の成熟化に伴い、社会を支える新たなインフラ構築という、これまでの‘造る’事業のみでは成長が期待できなくなっており、既存の強み
を生かした新たな事業の柱を創り、“新価値創造企業”への変革が求められています。
 ●現状事業においても、更なる効率化、コンプライアンス徹底（品質、説明責任）により、他社よりも大きな信頼を市場から得ることが求められています。

解決策「取り組みのアプローチ」
 ● 10年先を見据えた社会・経済のトレンドをベースにして、「未来洞察手法」により、未来のシナリオを策定。商品・サービス、機能に求められるニー
ズを予測し（市場に求められる価値を予測）、10年先に向けて、今から準備しなければいけない商品・サービスおよび、これらを実現する技術を「中
長期ロードマップ」として策定します。

● 上記を課題を解決すべく、ワークショップを推進

・ 「中長期ロードマップ」を事業戦略共有基盤とし、経営、営業・マーケティングと研究開
発が一体となり、他社に先行した技術の開発と市場への早期展開により、最適なリソー
ス配置と有望市場での優位性を確立する

・ 10年先を見据えた、社会・経済の洞察シナリオをベースに、商品・サービス、機能ニー
ズを予測し（市場に求められる価値）、今後提供しなければいけないサービス・機能および、
これを実現する技術を「中長期ロードマップ」として策定する

不
確
実
性

低

高

将来
・・・
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インタラクション技術
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ネットワーク相互接続

電子ペーパ

モバイル型ディスプレイ

2018年以降2017年2014年2013年2012年2010年2009年 2015年2011年

表現インターフェイス

知覚インターフェイス

2016年2008年現在分野
実現ロードマップ技術分類

環境負荷軽減の義務化

市場ボーダーレス・・

医療・福祉サービス
多様化

首都圏一極集中による・・・

自立型ネットワーク社会
による・・・

未来のシナリオ

【現状課題の克服】
確実性が高い課題への対応
【現状課題の克服】

確実性が高い課題への対応

【コンセプト起点による市場の創造】
10年後のマクロ環境変化から

将来の予兆を洞察

【コンセプト起点による市場の創造】
10年後のマクロ環境変化から

将来の予兆を洞察
業界横断での
「変化の予兆」

思考や感情を察知・
表現するデバイス

ＤＮＡレベルでの
パーソナライズ技術

デジタル家電版
クラウド

コンピューティング× ×

自社のビジネスモデル
に置き換え、具体的な
シナリオを立案

＜詳細に定義する内容（例）＞
①プレーヤの機能／役割、②提供される価値の流れ
③実現性および制約条件、④投資領域、⑤実現シナリオ

「変化の予兆」を
組み合わせることによって
描く「未来洞察像」

消費者

センサー付
家電で状態感知

ペタスケールの

サービス事業者による次世代サービス

データを活用・
売買

未来洞察像
＜パターンＣ＞未来洞察像

＜パターンＢ＞未来洞察像
＜パターンＡ＞

消費者

センサー付
家電で状態感知

ペタスケールの

サービス事業者による次世代サービス

データを活用・
売買

未来洞察像
＜パターンＣ＞未来洞察像

＜パターンＢ＞未来洞察像
＜パターンＡ＞

消費者 デジタル家電メーカ

感情に合わせたコントロール

健康状態・嗜好に応じた
食・行動プログラム

個人のパフォーマンス最大化

生活・感情
・思考ログ
生活・感情
・思考ログ

センサー型ネットワーク家電による“ライフデザインサービス”

センサー付
家電で状態感知
センサー付
家電で状態感知

住宅・
エネルギー

ヘルスケア
・食品

企業・
教育機関

ペタスケールの
データハンドリング
ペタスケールの
データハンドリング

サービス事業者による次世代サービス

ハンドリングした
データを活用・

売買

ハンドリングした
データを活用・

売買

未来洞察像
＜パターンＣ＞未来洞察像

＜パターンＢ＞未来洞察像
＜パターンＡ＞

シ
ナ
リ
オ
像
と
し
て
展
開

「未来洞察手法」により、
未来のシナリオを策定

「XXサービス」

【技術ロードマップ】

・・・

自然災害のオプション取引自然災害のオプション取引

http://jp.fujitsu.com/group/fri/service/consulting/creation/menu.html

サービスカタログ

未来洞察手法による事業・技術創造
お客様と未来を創るワークショップ



期待効果と成果イメージ

未来洞察手法を活用した事業・技術創造ワークショップを通して得られる効果
 ●潜在的ニーズの早期発見： 中長期ロードマップを実際にお客様へ提示することにより、意見交換のような場でディスカッションを実施し、

将来におけるお客様の真のニーズを掴み取ることができる。
 ●コミュニケーション基盤の構築： 業界もしくはお客様の将来像を描くだけでなく、検討プロセスにおける本質の議論を通して、参加メンバーや社

内関係者と共通のビジョンを共有することができる。
 ●イノベーティブ人材の育成： 自らの置かれた環境に対する課題に対して革新的な発想を持ち、社内/社外にて保有するネットワークを駆使して、

様々な利害関係者を巻き込みつつ改革を実行する人材が育成できる。

【成果イメージ】

【ご参考】未来洞察サービスの推進方法
 ●業界・業際における今後の飛躍的な変化の予兆を抽出し、新たなサービス・ビジネスへの気付きを得る、ワークショップ型でのコンサルティングサー
ビスです。これまでに培った新規事業開発・市場予測/技術動向予測のノウハウを基盤としながら、下記のような独自の方法論に則り、お客様との
共同検討型でのご支援をいたします。

センシングネットワークによる家電による
ライフデザインサービス

FPD

ー台頭

排出量

促進

テレビの機能
強化

テレビの性能
強化

1
市場での覇権
獲得

ポストSCM確
立

双方向ツール
化

組込ソフト
高度化
組込ソフト
高度化 クラウド環境クラウド環境

多機能化
・高機能化
多機能化
・高機能化

センシング
ネットワーク
センシング
ネットワーク

FPD

簡素化、
軽量化
簡素化、
軽量化

大画面化大画面化

グローバル
コンテンツ
グローバル
コンテンツ

新型FPD新型FPD

新画像表示新画像表示

省エネ省エネ

ユニバーサル
デザイン
ユニバーサル
デザイン

テレビ
ポータル
テレビ
ポータル

ー台頭
台湾、中国
メーカー台頭
台湾、中国
メーカー台頭

著作権・
放映権
著作権・
放映権

受益者負担
モデル崩壊
受益者負担
モデル崩壊

排出量

促進

CO2排出量
抑制

CO2排出量
抑制

素材・材料
変化

素材・材料
変化

モジュール
化進展

モジュール
化進展

3R促進3R促進

NGNNGN

CGMCGM

設備の
超小型化
設備の
超小型化

ワイヤレス
送電

ワイヤレス
送電

高精細化高精細化

ニーズの
多様化
ニーズの
多様化

技術複雑化/
高度化

コンテンツ事業
拡大

デジタル家電版
クラウド

思考や感情を察知・
表現するデバイス

産学官連携
事業開発

DNAレベルでの
パーソナライズ技術

センシングネットワークによる家電ライフデザイン（イメージ）

そのときの体調に
合わせた食のプログラム

商品情報を自宅に
送信し、帰って購入

感情に合わせた
照明・音楽コントロール

各情報の関連付け・解析・評価情報の整理

・・・

「将来シナリオの抽出」（イメージ）
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NO

コンテクスト情報処理

インタラクション技術

表現インターフェイス

知覚インターフェイス

2008年現在分野

実現ロードマップ技術分類

技術ロードマップ

変化を誘発するドライバと
社会・業界ニーズとの関連性を結び付け、

「変化が起こる領域」を設定

「各プレーヤの機能/役割」、「提供される価値」、
「実現性および制約条件」などを、
具体的なイメージとして描写

実現する際、必要となる
機能から技術的要素を抽出し
ロードマップとして整理
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移動
プロファイル
移動

プロファイル
視聴

プロファイル
視聴

プロファイル
建物
場所情報
建物
場所情報

利用
情報
利用
情報

新規事業化検討

事前情報調査

未来洞察像策定
（Step1＋Step2）

標準ワークショップ
（Step1）

体験版ワークショップ

• 全12回のワークショップにより、具体的なサービス・ビジネスのコンセプトを複数抽出いた
します。

• ワークショップにより導き出されたコンセプトを実現する上での、詳細な制約条件や観測ポイント
の抽出、ビジネスプランとしての具現化、新規事業の立ち上げに至るまでのご支援をいたします。

• お客様の周辺業界を含む市場動向や、海外を含めた最新のビジネス動向について、弊社コン
サルタントが調査いたします。

オプション

• 全8回のワークショップにより、変化の予兆を複数抽出いたします。

• 全2回のワークショップにより、弊社の未来洞察の進め方に対する理解を深めていただきます。

基本
コース

サービス内容サービスメニュー

【過去富士通総研にて新規事業企画/未来予想/技術ロードマップ策定をご支援した実績】電機製造業、産業機械製造業、建設業、金融業など

Step1. Sense Step2. Insight

ターゲット
エリア設定 ドライバ抽出 ニーズ定義

「ドライバ」と
「ニーズ」の
フィッティング

バリューチェーンの
変革と新たな
プレーヤの抽出

1 2 3 4 5
「未来洞察像」
の策定
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